
 1 神護寺蔵『源頼朝像』『平重盛像』『藤原光能像』の損傷の検討

神
護
寺
蔵
『
源
頼
朝
像
』『
平
重
盛
像
』『
藤
原
光
能
像
』
の
損
傷
の
検
討

藤　

本　

孝　

一

﹇
要
旨
﹈　

神
護
寺
に
は
源
頼
朝
（1147-99

）・
平
重
盛
（1138~79

）・
藤
原
光
能
（1132~83

）
の
肖
像
画
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
近
年
、
足
利
直
義
（1306~52

）
が
寺
へ
寄
進
し
た
古
文
書
か
ら
、
直
義
と
兄
の
尊
氏
（1305~58

）、
と
尊
氏
の
子
供
の
義

詮
（1330~67

）
の
肖
像
画
と
す
る
説
が
出
さ
れ
た
。
本
稿
で
頼
朝
は
頼
朝
像
、
重
盛
は
直
義
像
、
光
能
は
尊
氏
像
と
す
る
説
を
提

示
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
頼
朝
像
は
ほ
と
ん
ど
破
損
が
な
い
。
重
盛
像
は
軸
か
ら
剥
が
さ
れ
て
折
り
畳
ま
れ
た
跡
が
あ
る
。
光
能
像

は
腹
の
部
分
に
大
き
な
破
損
が
あ
る
。
こ
の
破
損
状
態
か
ら
、
尊
氏
と
直
義
と
が
敵
対
す
る
観
応
の
擾
乱
の
時
に
、
直
義
が
神
護
寺

に
依
頼
し
て
、
尊
氏
像
を
用
い
て
呪
詛
を
行
わ
せ
た
破
損
と
想
定
し
た
。

は
じ
め
に

神
護
寺
に
伝
存
す
る
国
宝
『
源
頼
朝
像
』『
平
重
盛
像
』『
藤
原
光
能
像
』
の
三
幅
対
に
つ
い
て
は
、
源
豊
宗
氏
以
来
、
様
々

な
研
究
者
に
よ
っ
て
寺
伝
の
人
物
名
・
制
作
年
代
が
相
違
す
る
諸
説
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
米
倉
迪
夫
氏
は
東
山
御
文

庫
に
所
蔵
す
る
神
護
寺
か
ら
朝
廷
へ
提
出
し
た
古
文
書
の
写
し
を
根
拠
と
し
、
南
北
朝
時
代
制
作
の
夢
窓
国
師
画
像
等
の
比
較
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 2 

研
究
に
よ
り
、
足
利
尊
氏
・
弟
直
義
・
子
息
義
詮
に
指
定
し
た
人
物
名
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
説
に
対
し
て
、
筆
者
は
頼
朝
を

頼
朝
・
重
盛
を
尊
氏
・
光
能
を
直
義
と
す
る
説
を
『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
に
発
表
し
た
。

筆
者
は
過
日
、
光
能
像
を
寄
託
先
の
東
京
国
立
博
物
館
で
熟
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
画
像
の
修
理
を
担

当
さ
れ
た
元
岡
墨
光
堂
会
長
岡
興
造
氏
に
修
理
の
状
況
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
の
結
果
、頼
朝
像
は
頼
朝
で
あ
る
が
、

前
稿
の
画
像
名
を
今
回
、
重
盛
像
を
直
義
・
光
能
像
を
尊
氏
に
改
め
た
論
考
で
あ
る
。

一　

人
物
指
定
史
料

肖
像
画
の
像
主
名
は
、
画
賛
等
が
書
か
れ
て
い
な
い
以
上
、
仮
説
で
し
か
な
い
。
が
、
関
係
史
料
と
画
像
の
調
査
に
よ
り
、

像
主
名
が
確
定
的
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
画
像
史
料
は
、
神
護
寺
蔵
『
神
護
寺
略
記
』・
大
英
博
物
館
蔵
『
源
頼
朝
像
画
賛
』・
東
山
御
文
庫
蔵
『
足
利
直
義

願
文
写
』
の
三
点
し
か
な
い
。
そ
の
三
点
は
、（
」
は
改
行
、
以
下
同
じ
）

〔
史
料
1
〕『
神
護
寺
略
記
』

一
、
仙
洞
院
奉
安
置　

後
白（
河
脱
）院
法
皇
御
影
一
鋪
、

　
　
　
　
　
　
　
　

  

又
内
大
臣
重
盛
卿
、
右
大
将
頼
朝
卿
、
参
議
右
兵
衞
督
光
能
卿
、」
左
衞
門
佐
業
房
朝
臣
影
等
在
之
、

右
京
権
大
夫
隆
信
朝
臣
一
筆
奉
図
之
者
也

〔
史
料
2
〕『
源
頼
朝
像
画
賛
』

征
夷
大
将
軍
源
頼
朝

養
和
辛
丑
年
初
飜
白
旗
於
蛭
嶋
」
遂
撃
沈
専
横
平
族
壇
浦
、
文
治
」
丙
午
歳
開
幕
府
于
鎌
倉
、
以
総
六
」
十
余
州
之
兵
権
、

（
1
）

（
2
）

（
3
）（

4
）
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而
能
冂　

凵
広
」
元
政
策
守　

天
皇
撫
万
民
、」
可
謂
発
武
門
之
光
輝
、尽
武
士
」
之
本
能
也
、讃
曰
」
深
沈
大
度
喜
怒
不
形
、

能
清
」
□（
邦
）土
謹
護　

朝
廷
、
一
天
無
事
」
四
海
安
寧
、
□
俊
行
実
□（
武
）徳
」
長
磬

〔
史
料
3
〕『
足
利
直
義
願
文
写
』

夫
高
尾
山
神
護
寺
者
、
起
従　

八
幡
大
菩
薩
之
」
神
願
、
既
為
和
気
清
麻
呂
之
開
基
、
爾
降
弘
仁
」
往
昔　

弘（
空
海
）法
大
師
闡

密
宗
、
文
治
曩
文
学（
覚
）」
上
人
再
興
廃
跡
、
可
謂
神
明
感
応
之
霊
地
・
仏
」
法
久
住
之
仁
祠
矣
、
就
中
当
家
特
有
囚
、
累
」

代
専
奉
帰
敬
、
是
以
施
入
阿
含
経
内
一
軸
、
為
」
常
住
持
経
、
此
経
典
者
、
権
者
真
蹟
之
由
、
或
」
人
口
伝
之
故
也
、
加
之
、

図
征
（
足
利
尊
氏
）夷
大
将
軍
并
予
（
同
直
義
）

」
影
像
、
以
安
置
之
、
為
結
良
縁
於
此
場
、
令
知
」
信
心
於
来
葉
也
、
伏
冀
伽
藍
不
動
遙
及
龍
」
華

之
三
会
、
法
水
無
窮
、
普
潤
蜻
洲
之
諸
州
、
現
当
所
」
願
悉
皆
円
成
、
于
時
康
永
乙
酉
年
孟
夏
二
十
三
日
記
之
、

　
　
　
　

従
三
位
行
左
兵
衛
督
兼
相
模
守
源
朝
臣
直
義
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　

于
時
〇元

亀
二
年
三
月
四
日
、
以
自
筆
写
之
畢
、

以
上
で
あ
る
。
略
述
す
る
と
、

〔
史
料
1
〕『
神
護
寺
略
記
』
に
基
づ
き
、
頼
朝
・
重
盛
・
光
能
の
名
が
付
さ
れ
て
三
幅
対
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
中
期
頃

か
ら
明
治
に
か
け
て
、
と
云
わ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
2
〕『
源
頼
朝
像
画
賛
』
は
、
南
北
朝
時
代
の
頼
朝
像
の
模
写
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
上
横
手
雅
敬
氏
の
明
治

説
や
黒
田
日
出
男
氏
の
江
戸
時
代
説
が
出
て
、
こ
の
像
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
前
稿
で
画
賛
の
「
養
和
辛
丑
年
」「
文
治
丙

午
歳
」
の
用
例
を
調
べ
て
、「
年
号
―
干
支
―
年
・
歳
」
は
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
表
記
法
で
あ
っ
て
、

江
戸
時
代
以
降
の
用
法
で
な
い
こ
と
を
論
証
し
、
頼
朝
像
は
直
義
像
で
な
く
、
や
は
り
頼
朝
像
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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〔
史
料
3
〕『
足
利
直
義
願
文
写
』
は
、
直
義
が
神
護
寺
に
自
分
と
尊
氏
の
肖
像
画
を
寄
進
し
た
文
書
で
あ
る
。
米
倉
氏
は
、
こ

の
文
書
か
ら
南
北
朝
時
代
肖
像
画
や
木
造
と
比
較
し
て
、
頼
朝
像
を
直
義
に
、
重
盛
像
を
尊
氏
に
、
光
能
像
を
尊
氏
の
子
息
義

詮
と
し
た
説
を
発
表
さ
れ
た
。

し
か
し
、
美
術
史
家
の
有
賀
隆
祥
氏
や
宮
島
新
一
氏
は
、
頼
朝
像
は
頼
朝
像
で
あ
る
と
の
説
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

米
倉
説
の
疑
問
点
は
、
尊
氏
の
子
息
義
詮
は
一
度
も
文
献
上
に
現
れ
て
こ
な
い
点
で
あ
る
。
米
倉
氏
は
、
従
来
の
三
幅
対
を

同
時
代
と
み
な
す
見
方
に
よ
り
、
頼
朝
像
を
直
義
に
あ
て
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

米
倉
氏
の
足
利
義
詮
説
を
検
討
す
る
と
著
書
で
、

　

光
能
像
か
ら
義
詮
へ

そ
れ
で
は
残
っ
た
現
光
能
像
は
誰
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
当
像
の
画
風
は
以
前
か
ら
重
盛
・
頼
朝
像
と
は
異

な
っ
て
い
る
と
い
う
意
見
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
当
画
像
に
つ
い
て
直
義
の
願
文
に
連
な
る
納
入
の
記
録
は
無
い
。
し

か
し
足
利
第
二
代
将
軍
と
な
っ
た
義
詮
の
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
き
た
い
。
現
光
能
像
と
他
の
二
画

像
と
の
年
代
的
開
き
が
あ
ま
り
無
い
と
見
て
よ
い
こ
と
か
ら
、
康
永
四
年
以
後
数
年
の
間
に
あ
っ
て
、
尊
氏
・
直
義
と
対

等
に
描
か
れ
て
し
か
る
べ
き
人
間
と
し
て
、
最
有
力
候
補
で
あ
り
、
等
持
院
の
義
詮
像
と
の
比
較
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
そ
う

考
え
て
お
き
た
い
。
画
像
の
納
入
は
観
応
の
擾
乱
に
至
る
ま
で
の
あ
る
時
期
で
あ
ろ
う
。

と
説
明
さ
れ
た
。
米
倉
氏
自
身
、
＊
51
で
「
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
は
黒
田
日
出
男
氏
で
あ
る
。
筆
者
は
光
能
像
に
つ
い

て
は
答
え
を
保
留
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
等
持
院
の
義
詮
像
と
の
比
較
か
ら
義
詮
像
と
認
め
て
も
よ
い

と
考
え
る
に
至
っ
た
。」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
等
持
院
蔵
木
造
義
詮
像
の
類
似
性
か
ら
推
測
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

赤
松
俊
秀
氏
は
中
世
の
似
絵
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
中
で
、

（
9
）

（
10
）

＊
51

（
11
）

（
12
）



 5 神護寺蔵『源頼朝像』『平重盛像』『藤原光能像』の損傷の検討

二
代
将
軍
の
義
詮
が
似
絵
を
は
な
は
だ
し
く
き
ら
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
三
六
七
（
貞
治
六
）

年
四
月
十
三
日
に
関
白
二
条
良
基
は
世
尊
寺
行
忠
の
宅
に
義
詮
を
招
い
て
饗
応
し
た
が
、
そ
の
時
に
飯
・
茶
を
入
れ
た
洲

崎
の
蓋
の
上
に
は
三
月
二
十
九
日
に
朝
廷
で
行
な
わ
れ
た
中
殿
御
会
の
図
が
描
か
れ
、
そ
の
な
か
に
は
義
詮
も
描
か
れ
て

あ
っ
た
。
そ
の
洲
崎
は
の
ち
に
義
詮
の
も
と
に
贈
ら
れ
た
が
、
義
詮
は
こ
の
贈
物
を
喜
ば
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
存

生
の
人
を
似
絵
に
表
現
す
る
の
は
感
心
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
以
上
の
事
実
は
『
師
守
記
』
の
伝
え
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
書
い
た
以
外
の
事
実
は
判
明
し
な
い
が
、
義
詮
が
か
つ
て
の
九
条
兼
実
や
院
政
期
以
前
の
上
位

貴
族
が
持
っ
た
と
同
じ
感
情
を
持
ち
は
じ
め
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

と
論
述
す
る
。
米
倉
氏
は
赤
松
説
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
宮
島
氏
も
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
献
も
な
い
義
詮

説
は
成
立
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

『
願
文
』
の
提
出
は
、
神
護
寺
が
寺
領
の
丹
波
国
吉
富
荘
等
が
比
叡
山
の
侵
略
に
あ
っ
た
た
め
、
朝
廷
へ
の
訴
訟
に
添
え
た
五

通
の
文
書
の
一
通
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
と
ま
っ
た
文
書
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
「
以
自
筆
写
之
畢
」
と
あ
り
、
正
親

町
天
皇
自
ら
提
出
さ
れ
た
文
書
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
通
は
、『
東
山
御
文
庫
目
録
』
に
よ
る
と
「
勅
封
50
甲
―
5
神

護
寺
文
書
」
と
し
て
一
包
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
附
札
の
文
書
名
を
挙
げ
る
と
、

1
、「
神
護
寺
領
事
」
武
家
下
知
状
案
」

2
、「
院
庁
下
文
」
丹
波
国
吉
富
庄
可
為
神
護
寺
領
事
」

3
、「
神
護
寺
者
仁
和
寺
宮
可
為
本
所
条
」
無
所
見
之
綸
旨
」
元
弘
三
八
十
三
長
光
」

4
、「
高
尾
神
護
寺
忠〔
直
〕義
」
寄
進
状
」

5
、「
高
尾
神
護
寺
領
所
の
」
事
」

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
『
高
雄
山
神
護
寺
文
書
集
成
』
の
文
書
名
（
カ
ッ
コ
内
は
文
書
番
号
）
に
あ
て
は
め
る
と
、

1
、
寿
永
三
年
四
月
八
日
付
『
源
頼
朝
寄
進
状
』（
一
六
号
）

2
、
元
暦
元
年
五
月
十
九
日
付
『
後
白
河
院
庁
下
文
』（
二
一
号
）

3
、
元
弘
三
年
八
月
十
三
日
付
『
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
写
』（
二
九
八
号
）

4
、
康
永
乙
酉
年
孟
夏
二
十
三
日
付
『
足
利
直
義
願
文
写
』（
三
四
四
号
）

5
、『
武
家
申
詞
并
後
光
厳
天
皇
勅
答
写
』（
四
一
四
号
）

と
な
る
。『
源
頼
朝
寄
進
状
』
と
肖
像
画
が
神
護
寺
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
は
、『
願
文
』
の
肖
像
画
も
寺
に
伝
存
し
て
い
る
傍

証
に
な
ろ
う
。

直
義
が
肖
像
画
を
神
護
寺
に
寄
進
し
た
理
由
は
、『
願
文
』
に
「
当
家
特
有
囚
、
累
代
専
奉
帰
敬
」
と
あ
る
。「
有
因
」
の
証

は
『
神
護
寺
最
略
記
』
の
法
花
堂
に
、

　

・
塔　

武
家
足
利
上
総
介
義
兼
寄
進
、

と
あ
り
、
そ
の
形
態
は
、『
高
雄
山
神
護
寺
規
模
殊
勝
之
条
々
』
に
、

　

金
銅
一
重
小
塔
一
基
、
中
央
安
置
胎
蔵
大
日
、
上
総
介
源
朝
臣
義
兼
号
足
利　

寄
進
之
、

と
あ
る
。
足
利
氏
の
先
祖
で
あ
る
義
兼
（
一
一
五
四
？
〜
一
一
九
九
）
が
宝
塔
を
寄
進
し
て
い
た
遠
因
も
あ
り
、
源
氏
征
夷
大

将
軍
の
祖
の
源
頼
朝
像
が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

尊
氏
・
直
義
像
二
幅
の
当
初
の
姿
を
検
討
す
る
と
、
向
か
っ
て
右
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
頼
朝
像
に
対
し
、
尊
氏
（
光
能
）

像
と
直
義（
重
盛
）像
が
左
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。
頼
朝
の
脇
に
こ
の
二
幅
を
掛
け
た
と
き
、頼
朝
に
従
う
姿
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
頼
朝
を
源
氏
将
軍
の
開
祖
と
仰
ぎ
、
神
護
寺
に
肖
像
画
を
寄
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
姿
も
、
頼
朝
像
に
似
せ
て
、

（
16
）

（
17
）
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直
義
が
絵
師
に
描
か
せ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

三
幅
の
修
理
か
ら
三
幅
対
に
な
っ
た
過
程
が
よ
り
判
明
さ
れ
る
と
想
わ
れ
る
。

二　

修
理

文
献
と
画
像
を
直
接
的
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
画
像
そ
の
も
の
が
語
る
痕
跡
を
調
査
し
て
、
そ
こ
か
ら
解
き
ほ

ぐ
す
以
外
に
な
い
。
筆
者
は
文
化
財
を
考
え
る
際
、
汚
れ
・
破
損
・
改
変
箇
所
が
経
年
劣
化
に
よ
る
も
の
か
、
人
為
に
よ
る
も

の
か
、
を
考
察
す
る
。
特
に
、
人
為
的
な
箇
所
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
か
を
検
証
す
る
と
、
文
化
財
の
使
わ
れ
方
、
修
理
の
過
程
等

の
歴
史
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。

三
幅
画
像
の
修
理
は
、
岡
墨
光
堂
で
昭
和
五
十
四
年
九
月
十
四
日
着
工
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
完
成
し
た
。
そ

の
時
の
修
理
に
つ
い
て
『
国
宝
伝
源
頼
朝
像　

国
宝
伝
平
重
盛
像　

国
宝
伝
藤
原
光
能
修
理
報
告
書
』
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
経
年
劣
化
等
が
判
断
で
き
る
の
が
、「
新
旧
補
絹
見
取
図
」
で
あ
る
。
そ
の
図
と
解
説
を
掲
載
し
て
検
討
す
る
。

図
Ｖ
「
新
旧
補
絹
見
取
図
」（『
修
理
報
告
書
』）

新
補
絹
（
今
回
の
修
理
に
お
い
て
本
料
絹
欠
失
部
分
及
び
旧
補
絹
を
除
去
し
た
部
分
に
新
た
に
補
絹
を
し
た
箇
所
）

旧
補
絹
（
今
回
の
修
理
に
お
い
て
除
去
し
な
か
っ
た
箇
所
）

こ
の
三
図
（
図
1
〜
3
）
の
解
説
で
重
要
な
箇
所
を
引
用
す
る
と
、

第
二
章　

三
幅
に
お
け
る
比
較
及
び
一
覧
表

　

二　

損
傷
状
態
の
比
較

（
18
）
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各
幅
の
傷
み
具
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
か
な
り
特
徴
的

で
あ
る
。

頼
朝
像
と
重
盛
像
と
は
、
下
辺
に
大
き
な
料
絹
の
損

失
が
あ
る
。
頼
朝
像
で
は
、
上
畳
の
右
半
分
を
残
し
て

広
い
面
積
で
欠
失
し
て
い
る
。
重
盛
像
に
い
た
っ
て
は
、

上
畳
及
び
足
先
共
に
全
て
欠
失
し
て
い
る
。

重
盛
像
の
全
体
に
か
な
り
特
徴
的
な
傷
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
約
十
一
㎝
間
隔
に
点
状
の
料
絹
の
欠
失
が
、

水
平
方
向
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら

容
易
に
推
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
一
幅
の
み
が
、
あ

る
時
期
に
お
い
て
下
方
よ
り
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
、
顔
部
の
左
頬
か
ら
鼻
へ
か
け
て
の
大

き
な
欠
失
、
冠
下
端
の
損
傷
等
は
、
こ
の
折
り
畳
ま
れ

た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

頼
朝
像
、
重
盛
像
に
二
幅
に
比
べ
て
、
光
能
像
で
は

袍
全
体
が
極
端
に
傷
ん
で
い
る
。
原
因
は
顔
料
等
の
材

料
的
な
相
異
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
実
証
さ
れ
て
い
な
い
。

他
の
像
の
袍
と
比
べ
る
と
、
絵
具
層
が
厚
く
Ｘ
線
の
透

図 1　源頼朝像図 2　平重盛像
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過
度
も
弱
い
。　

と
記
述
す
る
。
光
能
像
の
解
説
で
は
、

第
三
章　

修
理
の
実
際
に
お
け
る
諸
点

　

二　

光
能
像
の
袍　
　

三
幅
の
傷
み
具
合
を
比
較
す
る
と
、
光
能
の
袍
は
異

常
な
損
傷
状
態
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
状
態
か
ら
推
察

し
て
、
こ
の
部
分
の
制
作
過
程
も
し
く
は
材
料
に
、
特

別
な
原
因
が
あ
っ
た
の
で
は
と
想
像
し
が
ち
な
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
外
観
的
に
は
光
能
像
の
袍
の
部
分
は
、
総
体

に
真
黒
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
後
補
と
の
識
別
も
さ
だ
か
で

な
か
っ
た
。
調
査
の
段
階
で
は
、
印
象
的
に
で
は
あ
っ

た
が
、
袍
全
面
に
オ
ー
バ
ー
ペ
イ
ン
ト
が
診
ら
れ
た
。

と
し
、
さ
ら
に
続
け
て
、

　

三　

重
盛
像
の
頭
部

頭
部
の
傷
み
は
、
他
の
二
幅
に
比
べ
重
盛
像
が
最
も
激
し
か
っ
た
。
特
に
そ
の
頭
部
は
、
損
傷
面
積
の
大
き
い
こ
と
と

旧
補
修
の
稚
拙
な
こ
と
と
で
、
か
な
り
見
苦
し
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

頭
部
に
は
大
小
の
多
数
の
料
絹
の
欠
失
箇
所
が
あ
っ
た
。
特
に
そ
の
著
し
い
も
の
で
は
、
左
頬
か
ら
鼻
に
至
る
損
傷
が

あ
り
、
補
絹
の
補
彩
が
施
さ
れ
て
い
た
が
、
暗
色
化
し
て
い
て
、
目
ざ
わ
り
な
状
態
で
あ
っ
た
。

図 3　藤原光能像
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右
頬
の
輪
郭
線
は
、
ほ
と
ん
ど
欠
失
し
て
い
て
、
こ
れ
も
補
彩
に
よ
り
復
元
さ
れ
て
い
た
。
顔
の
部
分
に
そ
の
形
通
り

の
白
い
紙
に
よ
る
打
ち
分
け
が
施
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
輪
郭
線
が
過
度
に
強
調
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
部
分
的
に
は

打
ち
分
け
紙
と
輪
郭
線
と
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
た
の
で
、
よ
り
不
自
然
な
印
象
が
あ
っ
た
。

と
記
述
す
る
。
寸
法
に
つ
い
て
は
、

Ｃ
寸
法

修
理
前

源　

頼
朝
像　

縦
一
四
一
・
三
㎝　

横
一
一
一
・
七
㎝

平　

重
盛
像　

縦
一
四
〇
・
六
㎝　

横
一
一
一
・
二
㎝

藤
原
光
能
像　

縦
一
四
〇
・
五
㎝　

横
一
一
一
・
四
㎝

修
理
後

源　

頼
朝
像　

縦
一
四
三
・
〇
㎝　

横
一
一
二
・
八
㎝

平　

重
盛
像　

縦
一
四
三
・
〇
㎝　

横
一
一
二
・
二
㎝

藤
原
光
能
像　

縦
一
四
三
・
〇
㎝　

横
一
一
一
・
六
㎝

（
修
理
前
後
の
寸
法
差
は
、
天
地
左
右
に
補
絹
を
施
し
た
た
め
で
あ
る
。）

と
記
す
。

当
時
、
修
理
を
担
当
さ
れ
た
岡
興
造
氏
と
面
談
し
て
、
見
取
図
を
見
な
が
ら
修
理
の
様
子
を
お
聞
き
し
た
。
こ
の
聞
書
か
ら
、

筆
者
が
注
目
し
た
点
を
列
挙
す
る
。

1
、
頼
朝
像
は
、
束
帯
の
袖
の
部
分
が
、
過
去
の
修
理
の
際
に
刃
物
で
切
ら
れ
て
い
る
。
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2 

、
頼
朝
の
顔
等
に
軸
巻
き
の
皺
が
で
き
て
い
な
い
の
は
、
東
寺
蔵
『
甲
本
両
界
曼
荼
羅
図
』
の
よ
う
に
板
に
貼
ら
れ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

3
、
襟
の
赤
は
両
像
と
も
後
の
補
筆
。
光
能
の
唇
の
枠
の
紅
は
後
か
ら
の
も
の
。

4 
、
頼
朝
像
の
太
刀
は
兵
庫
鎖
太
刀
か
ら
毛
抜
形
太
刀
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
改
変
は
、
制
作
時
の
時
か
、
修
理
等
に
よ
る
後

世
か
は
不
明
。

5
、
重
盛
像
の
毛
抜
形
太
刀
は
、
畳
ま
れ
た
折
線
の
上
に
描
か
れ
て
い
る
。

6
、
重
盛
像
と
光
能
像
は
、
文
化
庁
の
指
導
の
も
と
に
、
頼
朝
の
目
線
に
合
わ
せ
た
。

7
、
畳
の
緑
は
後
か
ら
の
補
彩
。

以
上
で
あ
る
。

修
理
図
と
聞
書
か
ら
、
次
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。

頼
朝
像
は
、
修
理
で
上
部
や
下
部
右
側
が
少
し
新
補
絹
と
畳
の
右
半
分
が
旧
補
絹
に
な
っ
て
い
る
。
巻
皺
の
な
い
こ
と
か
ら
、

東
寺
蔵
『
甲
本
両
界
曼
荼
羅
図
』
の
様
に
板
に
貼
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、『
神
護
寺
略
記
』
に
記
載

す
る
「
奉
安
置
」
を
厨
子
に
納
め
ら
れ
て
い
る
証
左
と
す
る
と
、
重
盛
像
と
光
能
像
は
掛
軸
装
で
あ
り
、
形
態
を
異
に
し
て
い

る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

重
盛
像
は
、「
こ
の
一
幅
の
み
が
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
下
方
よ
り
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
」
と
記
す
、
そ
れ
は
、
掛
軸
装
に
な
っ

て
い
た
の
を
、
裏
打
紙
と
共
に
剥
が
さ
れ
て
畳
ま
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
さ
ら
に
、
顏
の
「
左
頬
か
ら
鼻

に
到
る
損
傷
」
は
、「
折
り
畳
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
起
因
す
る
」
と
記
述
す
る
が
、
顏
の
み
の
損
傷
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、

手
な
ど
で
な
で
ら
れ
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
19
）
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光
能
像
は
、
袍
全
体
に
わ
た
っ
て
大
き
く
損
傷
が
あ
り
、
本
来
の
絹
が
全
く
無
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
装
束
全
体
も
損
傷

箇
所
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
損
傷
は
、
人
為
的
な
行
為
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
三
画
像
が
三
幅
対
と
な
っ
た
根
拠
に
、
重
盛
・
光
能
像
の
制
作
時
の
縦
寸
法
は
、
天
地
の
補
絹
が
な
か
っ
た
と
す

る
と
、
頼
朝
像
よ
り
小
型
で
あ
っ
た
と
想
わ
れ
る
。
三
幅
対
と
し
て
意
識
さ
れ
た
江
戸
時
代
以
降
に
補
絹
を
し
て
同
寸
に
修
理

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
回
の
修
理
で
重
盛
・
光
能
像
の
目
線
を
頼
朝
の
目
線
に
合
わ
せ
た
た
め
に
、
よ
り
三
幅
対
に
な
っ

た
と
想
定
さ
れ
る
。

頼
朝
像
は
経
年
劣
化
と
修
理
の
み
で
身
体
に
は
破
損
が
及
ん
で
い
な
い
。
重
盛
は
剥
が
さ
れ
て
折
り
畳
ま
れ
、
光
能
像
は
袍

に
大
き
な
破
損
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
人
為
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
破
損
が
い
か
な
る
状
況
下
で
行
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
奈
辺
に
あ
ろ
う
か
。

三　

呪
詛
に
よ
る
損
傷

筆
者
は
画
像
の
損
傷
か
ら
、
神
護
寺
に
お
け
る
仏
事
の
修
法
に
よ
る
破
損
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た
。

生
前
の
肖
像
画
寄
進
の
意
味
は
、
画
像
を
用
い
て
延
命
・
子
孫
繁
栄
・
病
気
平
癒
・
融
和
な
ど
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
加
持
祈
祷
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
破
損
を
生
じ
る
修
法
は
、
相
手
を
消
滅
さ
せ
る
呪
詛
法
が
あ
る
。

呪
詛
法
の
経
典
は
種
々
あ
る
が
、
神
護
寺
と
関
係
の
深
い
空
海
の
『
請
来
目
録
』
の
中
に
「
底
哩
三
昧
耶
経
一
巻　

十
四
紙
」

が
あ
る
。『
底
哩
三
昧
耶
経
』
の
正
式
名
称
は
、『
底
哩
三
昧
耶
不
動
尊
聖
者
念
誦
秘
密
法
』
で
あ
る
。『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
、

第
七
章
は
種
々
の
呪
詛
法
や
三
種
の
不
動
尊
の
図
像
法
を
説
く
。

と
説
明
す
る
。
こ
の
訳
は
中
国
唐
時
代
の
不
空
（
七
〇
四
〜
七
七
四
）
に
よ
る
も
の
で
、
空
海
が
唐
か
ら
請
来
し
た
経
典
の
一

（
20
）

（
21
）

（
22
）
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つ
で
あ
る
。
こ
の
経
典
に
よ
り
呪
詛
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

呪
詛
法
の
本
文
は
、

又
。
法
用
芥
子
及
諸
毒
薬
。
二
種
相
和
作
彼
為
障
者
形
像
。
而
用
塗
之
。
令
彼
身
如
火
焼
速
被
中
傷
故
云
速
被
著
也
。

と
あ
り
、『
国
訳
一
切
経　

密
教
部
四
』
に
、

又
の
法
は
、
芥
子
及
び
諸
の
毒
薬
を
用
ひ
て
、
二
種
相
ひ
和
し
て
彼
の
障
を
為
す
者
の
形
像
を
作
り
、
用
て
之
に
塗
り
て

彼
の
身
を
し
て
火
の
焼
く
が
如
く
に
し
て
速
に
中
傷
を
被
ら
し
む
。
故
に
速
被
著
と
云
ふ
な
り
。

と
読
み
下
す
。
呪
詛
法
を
行
う
際
、
芥
子
と
毒
薬
を
合
せ
た
物
を
、
障
り
を
為
す
者
の
形
像
を
作
り
、
こ
の
像
に
塗
れ
ば
、
火

の
焼
く
よ
う
に
中
傷
を
被
ら
し
む
と
云
う
。

光
能
像
の
袍
の
部
分
に
本
絹
が
な
い
の
は
、『
修
理
報
告
書
』
で
オ
ー
バ
ー
ペ
イ
ン
ト
と
す
る
。
が
、
こ
の
部
分
に
芥
子
と
毒

薬
を
混
ぜ
た
物
を
塗
り
つ
け
た
た
め
に
、
経
年
劣
化
に
よ
り
損
傷
を
生
じ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
今
後
の
修
理
の
際
に
、
何
か
薬

の
様
な
成
分
が
検
出
さ
れ
れ
ば
と
期
待
す
る
。

呪
詛
の
前
提
と
し
て
、
三
画
像
時
代
に
は
呪
詛
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四　

呪
詛
思
想
と
似
絵

鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
呪
詛
は
な
か
っ
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
敵
対
す
る
相
手
側
を
呪
詛
す
る
行
為
は
、

い
つ
の
時
代
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
後
醍
醐
天
皇
の
鎌
倉
幕
府
呪
詛
の
有
無
に
つ
い
て
も
諸
説
が
論
議
さ
れ
る
な
ど
問
題

に
な
っ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。

赤
松
俊
秀
『
鎌
倉
文
化
』
の
「
似
絵
」
の
中
で
、
似
絵
と
呪
詛
に
つ
い
て
、

（
23
）

（
24
）
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院
政
期
以
前
の
上
位
貴
族
が
生
前
に
肖
像
を
作
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
に
は
、
種
々
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
も

大
き
な
も
の
は
、
肖
像
が
呪じ
ゅ
そ詛
の
道
具
に
悪
用
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
人
を
の
ろ
い
殺
そ
う

と
思
う
時
に
人ひ
と
が
た形
を
作
る
こ
と
は
古
い
習
俗
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
も
、
こ
の
習
俗
は
依
然
続
き
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
前
記
の
『
淨
蔵
法
師
伝
』
所
見
の
菅
原
道
真
像
の
よ
う
に
、
禍
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
影
像
を

作
り
、
こ
れ
を
供
養
・
礼
拝
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
藤
原
忠
実
の
母
は
、
夫
師
通
が
九
条
太
政
大
臣
信
長
の
女
子
に
自
分

を
み
か
え
た
時
に
、
こ
れ
を
恨
ん
だ
あ
ま
り
、
自
分
の
父
の
右
大
臣
大
宮
俊
家
の
肖
像
画
を
描
か
せ
、
こ
れ
を
供
養
・
礼

拝
し
て
、
報
復
の
成
就
を
祈
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
台
記
』
天
養
二
年
十
二
月
二
十
四
日
）。
こ
の
話
も
肖
像
画
と

呪
詛
の
間
の
深
い
関
係
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
習
俗
が
続
い
て
い
る
時
に
、
天
皇
・
摂
政
関
白
・
大
臣
ら
の
権
力

者
が
生
前
に
真
に
迫
る
肖
像
画
を
作
る
こ
と
は
、
こ
と
に
よ
る
と
、
政
敵
に
呪
詛
成
功
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
が
肖
像
制
作
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
前
提
を
示
し
、
似
絵
が
流
行
し
た
の
は
、

院
政
期
以
前
の
上
位
貴
族
が
呪
術
に
束
縛
さ
れ
て
自
由
に
行
動
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
わ
ず
か
に
一
歩
で
は
あ
る
が
そ
の

拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
主
体
的
に
行
動
す
る
素
地
を
築
き
は
じ
め
た
。

と
、
呪
詛
の
概
念
が
少
し
薄
れ
て
い
っ
た
た
め
と
説
明
す
る
。
平
雅
行
氏
は
反
論
し
て
、

中
世
社
会
で
は
呪
詛
が
実
体
的
暴
力
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
天
皇
や
将
軍
の
護
持
僧
は
莫
大
な
財
と
膨
大
な
労
力
を
か

け
て
呪
詛
防
御
の
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
。

と
云
う
。

呪
詛
を
避
け
た
と
想
わ
れ
る
絵
画
の
例
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
『
目
無
経
』
と
『
順
集
白
描
表
紙
本
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）
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東
京
国
立
博
物
館
蔵
、国
宝
『
白
描
絵
料
紙
墨
書
金
光
明
経
（
目

無
経
）』
一
巻
は
、
後
白
河
法
皇
崩
御
の
供
養
と
し
て
、
作
成
さ

れ
て
い
た
画
稿
を
写
経
に
転
用
し
た
も
の
と
い
う
。
下
絵
で
、
室

内
に
い
る
貴
族
・
女
房
等
は
顔
の
輪
郭
だ
け
で
あ
る
が
、
庭
に
い

る
下
女
は
、
目
鼻
立
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
、
重
要
文
化
財
『
順
集
白
描
表
紙
本
』

一
帖
の
表
表
紙
は
、
女
房
一
人
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
顔
の
輪
郭

だ
け
で
あ
る（
図
4
）。裏
表
紙
は
、稚
児
一
人
と
僧
侶
二
人
が
集
っ

て
い
る
姿
で
あ
る
が
、
目
鼻
立
ち
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
5
）。

こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
も
、
貴
族
達
は
肖
像
画
が
呪
詛
の
対
象
に

な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
た
め
、
抽
象
的
に
顏
の
輪
郭
の
み
を
描

い
た
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

光
能
像
の
破
損
は
呪
詛
に
よ
る
も
の
と
仮
定
し
て
、『
願
文
』

の
肖
像
画
に
あ
て
は
め
る
と
、
寄
進
者
の
直
義
が
尊
氏
（
光
能
）

像
に
対
し
て
呪
詛
を
行
な
わ
せ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
呪
詛
は
画
像

の
寄
進
者
が
で
き
る
こ
と
で
、
対
象
の
尊
氏
が
、
こ
の
画
像
を
用

い
て
呪
詛
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

呪
詛
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
29
）

図 4　『順集白描表紙本』表表紙図 5　『順集白描表紙本』裏表紙
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康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
付
『
願
文
』
以
後
に
起
き
た
尊
氏
と
直
義
が
争
っ
た
観
応
の
擾
乱
中
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

五　

観
応
の
擾
乱
と
呪
詛

観
応
の
擾
乱
は
北
朝
年
号
の
観
応
（
一
三
五
〇
〜
五
二
）
に
起
こ
っ
た
室
町
幕
府
の
内
紛
で
あ
る
。
尊
氏
と
直
義
の
二
頭
政

治
に
よ
る
幕
府
内
の
対
立
に
よ
り
、
各
地
の
武
将
も
互
い
に
離
合
集
散
し
た
政
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
擾
乱
を
六
段
階
に
分
け
て

経
過
を
示
す
。

① 

貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
七
月
、
尊
氏
の
執
事
高
師
直
は
、
直
義
と
不
和
に
な
っ
た
た
め
に
、
直
義
討
伐
を
企
て
た
。
が
、

直
義
は
尊
氏
邸
に
逃
げ
込
ん
だ
た
め
、
邸
宅
を
囲
み
、
直
義
を
罷
免
し
、
尊
氏
の
子
息
義
詮
に
政
務
を
取
ら
せ
る
こ
と
を
要

求
し
て
、
実
現
さ
せ
た
。

②
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
十
月
、
直
義
は
、
尊
氏
と
不
和
に
よ
り
、
南
朝
方
に
降
り
、
挙
兵
し
て
尊
氏
と
戦
っ
た
。

③
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
二
月
、
直
義
は
尊
氏
と
和
睦
し
た
。
師
直
・
同
師
泰
は
直
義
方
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
。

④
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
八
月
、
直
義
は
再
び
尊
氏
と
対
立
し
て
北
国
に
走
り
、
鎌
倉
に
逃
亡
し
た
。

⑤
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
十
一
月
、
尊
氏
は
軍
を
率
い
て
東
下
し
、
直
義
軍
を
破
っ
た
。

⑥ 

観
応
三
年
（
文
和
元
年
・
正
平
七
年
、
一
三
五
二
）
正
月
、
尊
氏
は
鎌
倉
に
入
り
、
二
月
二
十
六
日
直
義
の
逝
去
に
よ
り
擾

乱
は
終
焉
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
尊
氏
と
直
義
は
各
勢
力
を
味
方
に
し
た
り
、
南
朝
方
に
付
い
た
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
過
程
で
直

義
が
尊
氏
を
呪
詛
し
た
時
は
、
④
の
七
月
三
〇
日
夜
に
、
京
都
を
逃
れ
て
北
国
に
赴
い
た
時
で
は
な
か
ろ
う
か
。

観
応
年
間
に
直
義
は
二
通
の
祈
祷
文
書
を
神
護
寺
に
宛
て
て
い
る
。
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『
足
利
直
義
御
判
御
教
書
』
は
、

天
下
泰
平
・
武
運
」
長
久
祈
禱
事
、」
可
致
精
誠
之
状
如
件
、

　

観
応
元
年
十
二
月
十
四
日
（
直
義
花
押
）

　

高
尾
神
護
寺
々
僧
中

と
あ
り
、「
天
下
泰
平
・
武
運
長
久
」
の
祈
祷
文
書
で
あ
る
。
②
の
直
義
が
同
年
同
月
十
三
日
に
、
直
義
の
降
伏
を
南
朝
が
許
可

し
て
い
る
こ
と
の
一
環
で
あ
ろ
う
。

次
の
『
足
利
直
義
御
判
御
教
書
（
小
切
紙
）』
は
、

祈
禱
事
、
殊
可
致
」
精
誠
之
状
如
件
、

　

観
応
二
年
八
月
十
九
日
（
直
義
花
押
）

神
護
寺
衆
徒
中

と
あ
り
、
直
義
が
近
江
に
下
向
し
た
時
期
で
、
前
日
、
尊
氏
は
義
詮
を
伴
い
、
直
義
を
撃
つ
た
め
に
近
江
へ
出
陣
し
た
緊
迫
状

況
で
あ
っ
た
。「
天
下
泰
平
」
の
文
言
が
消
え
、「
祈
祷
事
」
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
、『
御
判
御
教
書
』
を
神
護
寺

に
届
け
た
使
者
に
、
切
羽
募
っ
た
直
義
が
尊
氏
（
光
能
）
像
を
用
い
て
呪
詛
を
行
う
旨
の
伝
言
を
託
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
述
の
赤
松
説
の
義
詮
の
中
で
「
二
代
将
軍
の
義
詮
が
似
絵
を
は
な
は
だ
し
く
き
ら
っ
た
」
の
も
、
直
義
の
呪
詛
を
知
っ
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
30
）

（
31
）

（
32
）
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お
わ
り
に

直
義
は
尊
氏
と
共
に
源
氏
の
隆
盛
を
願
い
、
足
利
氏
の
先
祖
の
義
兼
が
神
護
寺
法
花
堂
内
に
金
銅
一
重
小
塔
一
基
を
寄
進
し

て
い
る
こ
と
、
源
氏
の
征
夷
大
将
軍
で
あ
る
頼
朝
像
も
厨
子
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
神
護
寺
に
頼
朝
像
よ
り
縦
が

短
い
自
分
と
尊
氏
の
肖
像
画
を
寄
進
し
た
。
そ
の
折
、
右
向
き
の
頼
朝
像
に
仕
え
る
よ
う
に
目
線
を
下
げ
て
、
頼
朝
像
に
対
し

て
左
向
き
に
し
て
、
頼
朝
像
に
似
せ
て
描
か
せ
た
と
想
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
光
能
（
尊
氏
）
像
の
破
損
は
、
尊
氏
と
直
義
と
が
争
っ
た
観
応
の
擾
乱
に
よ
り
、
劣
勢
に
な
っ
た
直
義
が
寄
進
し

た
尊
氏
（
光
能
）
像
を
用
い
て
呪
詛
さ
せ
た
際
の
損
傷
と
想
定
し
た
。

呪
詛
法
は
『
底
哩
三
昧
耶
不
動
尊
聖
者
念
誦
秘
密
法
』
に
よ
り
、
尊
氏
（
光
能
）
像
の
袍
に
芥
子
と
毒
薬
を
混
ぜ
た
物
を
塗
っ

て
修
法
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
オ
ー
バ
ー
ペ
イ
ン
ト
と
い
わ
れ
る
損
傷
が
経
年
劣
化
と
共
に
拡
大
さ
れ
た
と
想
わ
れ
る
。

擾
乱
に
破
れ
た
直
義
（
重
盛
）
像
は
、
軸
か
ら
剥
が
さ
れ
折
り
た
た
ま
れ
て
別
置
さ
れ
た
。
軸
に
は
、
巻
く
こ
と
で
保
存
の
機

能
が
あ
る
の
に
、
剥
が
さ
れ
て
折
り
畳
ま
れ
た
こ
と
は
異
常
で
あ
る
。
そ
の
折
、
尊
氏
側
が
呪
詛
に
対
す
る
恨
み
を
込
め
て
、

顏
を
損
傷
さ
せ
た
と
想
わ
れ
る
。

箇
条
書
き
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一 

、大
英
博
物
館
所
蔵
『
源
頼
朝
像
』
は
、画
賛
の
「
年
号
―
干
支
―
年
・
歳
」
の
形
式
か
ら
南
北
朝
時
代
の
制
作
と
認
め
ら
れ
る
。

一
、
源
頼
朝
像
の
顔
に
巻
皺
が
な
い
の
は
、
厨
子
に
収
納
さ
れ
て
い
た
た
め
だ
と
云
う
。
他
の
二
画
像
は
、
掛
軸
装
で
伝
来
し
た
。

一
、
画
像
名
の
推
移
。

・
源　

頼
朝
像
（
寺
伝
）
―
足
利
直
義
像
（
米
倉
説
）
―
源　

頼
朝
像
（
旧
私
説
）
―
源　

頼
朝
像
（
新
私
説
）
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・
平　

重
盛
像
（
寺
伝
）
―
足
利
尊
氏
像
（
米
倉
説
）
―
足
利
尊
氏
像
（
旧
私
説
）
―
足
利
直
義
像
（
新
私
説
）

・
藤
原
光
能
像
（
寺
伝
）
―
足
利
義
詮
像
（
米
倉
説
）
―
足
利
直
義
像
（
旧
私
説
）
―
足
利
尊
氏
像
（
新
私
説
）

以
上
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
米
倉
説
を
も
と
に
、
仮
説
に
仮
説
を
重
ね
た
感
を
免
れ
な
い
。
が
、
重
盛
像
の
折
線
と
光
能
像
の
袍
の
損
傷
を
人

為
的
な
呪
詛
の
一
環
と
捉
え
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

注（
1
）　

米
倉
迪
夫
『
源
頼
朝
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
五
七
七
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
2
）　

拙
稿
「
神
護
寺
蔵
『
源
頼
朝
像
』
と
『
足
利
尊
氏
像
』『
足
利
直
義
像
』
に
つ
い
て
：
供
養
か
ら
寺
宝
へ
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変

容
』
二
〇
、二
〇
一
六
年
、
一
橋
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
、https://hdl.handle.net/10086/27805

）。

（
3
）　

坂
本
亮
太
・
末
柄
豊
・
村
井
祐
樹
編
『
高
雄
山
神
護
寺
文
書
集
成
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
記
録
篇
、
四
四
七
頁
。

（
4
）　

秘
蔵
日
本
美
術
大
観
一
『
大
英
博
物
館
Ⅰ
』（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）
二
四
九
〜
五
頁
。

（
5
）　

前
掲
註
（
3
）、
三
四
四
番
文
書
二
九
七
〜
八
頁
。

（
6
）　

上
横
手
雅
敬
「
源
頼
朝
像
を
め
ぐ
っ
て
」（『
龍
谷
史
壇
』
一
〇
六
、一
九
九
六
年
）。

（
7
）　

黒
田
日
出
男
「
源
頼
朝
像
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
」（『
日
本
の
美
学
』
二
四
、一
九
九
六
年
）。

（
8
）　

前
掲
註
（
2
）。

（
9
）　

有
賀
祥
隆
「
国
宝
伝
源
頼
朝
像
雑
感
」（『
國
華
』
一
四
一
三
、
國
華
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
10
）　

宮
島
新
一 『
肖
像
画
』（
吉
川
弘
文
館
〈
日
本
歴
史
叢
書
〉、
一
九
九
四
年
）。

（
11
）　

前
掲
註
（
1
）
一
六
三
〜
四
頁
。

（
12
）　

同
右
、
＊
51
、
一
九
六
頁
。

（
13
）　

赤
松
俊
秀
『
鎌
倉
文
化
』（
岩
波
講
座　

日
本
歴
史　

中
世
〔
Ⅰ
〕、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
三
二
六
頁
。

（
14
）　

前
掲
註
（
10
）
八
頁
。



 20 

（
15
）　

前
掲
註
（
2
）、
ま
た
『
願
文
』
の
日
付
を
「
二
十
八
日
」
と
し
て
い
る
誤
り
を
「
二
十
三
日
」
と
訂
正
す
る
。

（
16
）　

前
掲
註
（
3
）
記
録
篇
、
四
五
四
頁
。

（
17
）　

同
右
、
五
三
四
頁
。

（
18
）　
『
国
宝
伝
源
頼
朝
像 

国
宝
伝
平
重
盛
像 

国
宝
伝
藤
原
光
能
像 

修
理
報
告
』（
岡
墨
光
堂
編
、
一
九
八
三
年
）。

（
19
）　
『
教
王
護
国
寺
所
蔵　

重
要
文
化
財　

絹
本
著
色
両
界
曼
荼
羅
図
残
闕（
甲
本
）二
幅
修
理
報
告
書
』（
教
王
護
国
寺
編
、二
〇
〇
四
年
）。

（
20
）　
「
僧
空
海
請
来
目
録
」『
平
安
遺
文
』
第
八
冊
目
（
東
京
堂
、
一
九
五
七
年
）
四
三
二
七
号
、
三
二
三
九
頁
上
段
。

（
21
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
二
十
一
巻　

密
教
部
四
』（
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
）。

（
22
）　
『
大
蔵
経
大
解
説
大
辞
典
』（
雄
山
閣
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
三
三
六
頁
。

（
23
）　

前
掲
註
（
21
）
一
四
頁
中
段
。

（
24
）　
『
国
訳
一
切
経　

密
教
部
四
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
二
年
）
九
頁
。

（
25
）　

前
掲
註
（
13
）
三
二
三
〜
四
頁
。

（
26
）　

同
右
、
三
二
四
頁
。

（
27
）　

平
雅
行
「（
2
）
中
世
仏
教
徒
呪
術
―
呪
性
と
合
理
性
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
五
七
、二
〇
一
〇
年
）
一
五
九
頁
。

（
28
）　

拙
稿
「
白
描
絵
出
現
の
一
視
点
―
『
目
無
経
』
の
奥
書
の
解
釈
に
つ
い
て
ー
」（『
日
本
歴
史
』
四
一
四
、一
九
八
二
年
）。

（
29
）　
『
順
集
白
描
表
紙
本
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
一
巻
『
平
安
私
家
集
八
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

転
載
許
可
。

（
30
）　

前
掲
註
（
3
）
三
五
九
文
書
三
〇
五
〜
六
頁
。

（
31
）　

同
右
、
三
六
五
文
書
三
〇
八
頁
。

（
32
）　

黒
田
日
出
男
『
国
宝
神
護
寺
三
像
と
は
何
か
』（
角
川
選
書
五
〇
九
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
森
茂
暁
『
兄
尊
氏
と
の
対

立
と
理
想
国
家
構
想　

足
利
直
義
』（
角
川
選
書
五
五
四
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、
亀
田
俊
和
『
観
応
の
擾
乱
』（
中
公
新
書

二
四
四
三
、
中
公
公
論
新
社
、
二
〇
一
七
年
）、『
大
日
本
史
料
』
等
参
照
。

〔
付
記
〕
拙
稿
に
当
た
り
、
ご
協
力
を
賜
っ
た
神
護
寺
貫
主
谷
内
弘
照
御
住
職
・
小
林
一
彦
先
生
・
岡
興
造
氏
・
岡
岩
太
郎
氏
・
野
村
渚
氏
に
対

し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
に
日
本
文
化
研
究
所
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。


